劉長卿「聽笛歌」について -白居易「琵琶引」の先行作品として- by 市川 清史 & 昭和女子大学日本語日本文学科
劉
長
「
聽
笛
歌
」
に
つ
い
て
市
川
清
史
一
、
序
白
居
易
の
七
言
長
編
の
古
詩
「
琵
琶
引
」
は
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
時
の
代
表
作
品
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
。
同
時
期
の
有
名
な
閑
適
詩
に
「
香
爐
峰
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁
」
重
題
其
三
が
あ
り
、
か
つ
て
私
は
劉
長
の
「
陸
之
茅
山
寄
李
延
陵
（
陸
の
茅
山
に
之
く
を
り
李
延
陵
に
寄
す
）」
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
が
こ
の
詩
へ
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
（
「
劉
長
か
ら
白
居
易
へ
詩
語
『
隱
吏
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
」
「
学
苑
」
第
八
九
三
号
平
成
二
十
七
年
三
月
）。
そ
の
劉
長
の
「
聽
笛
歌
」
に
は
「
琵
琶
引
」
と
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
劉
長
が
白
居
易
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
と
、
「
琵
琶
引
」
の
構
成
の
一
部
に
劉
長
「
聽
笛
歌
」
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
聽
笛
歌
」、「
琵
琶
引
」
二
詩
に
着
目
し
、
先
行
作
品
「
聽
笛
歌
」
が
傑
作
「
琵
琶
引
」
創
作
の
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
を
探
る
。
な
お
、
「
琵
琶
引
」
の
原
文
引
用
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、
必
要
な
部
分
に
留
め
る
。
二
、「
聽
笛
歌
」
と
「
琵
琶
引
」
の
共
通
点
ま
ず
劉
長
の
「
聽
笛
歌
」
を
挙
げ
る
。
聽
笛
歌
留
別
協
律
聽
笛
歌
協
律
に
留
別
す
①
舊
憐
我
長
沙

舊
我
が
長
沙
の
を
憐
れ
み
②
載
酒
沙
頭

	客
酒
を
載
せ
沙
頭
に
	客
を
る
③
天
涯

月
自
霑
衣
天
涯
月
を

み
て
自
ら
衣
を
霑
し
④
江
上
何
人
復
吹
笛
江
上
何
れ
の
人
か
復
た
笛
を
吹
く
⑤
橫
笛
能
令
孤
客
愁
横
笛
能
く
孤
客
を
し
て
愁
へ
し
め
⑥
波
淡
淡
如
不
流
波
淡
淡
と
し
て
流
れ
ざ
る
が
ご
と
し
⑦
商
聲
寥
亮
聲
苦
商
聲
寥
亮
と
し
て
聲
苦
え
⑧
江
天
寂
江
楓
秋
江
天
寂
と
し
て
江
楓
秋
な
り
⑨
靜
聽
關
山
聞
一
叫
靜
か
に
關
山
を
聽
け
ば
一
叫
聞
こ
ゆ
⑩
三
湘
月
色
悲
猿
嘯
三
湘
の
月
色
猿
嘯
悲
し
⑪
吹
楊
柳
激
繁

楊
柳
を
吹
き
て
繁
を
激
し
⑫
千
里
春
色
傷
人
心
千
里
の
春
色
人
の
心
を
傷
ま
し
む
⑬
隨
風
飄
向
何
處
落
風
に
隨
ひ
て
飄
と
し
て
何
れ
の
處
に
向
ひ
て
か
落
つ
る
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
九
〇
三
号
一
〇
五
～
一
一
三
（
二
〇
一
六
一
）

白
居
易
「
琵
琶
引
」
の
先
行
作
品
と
し
て

⑭
唯
見
曲
盡
湖
深
唯
だ
見
る
曲
盡
き
て
湖
深
き
を
⑮
明
發
與
君
離
別
後
明
に
發
し
て
君
と
離
別
の
後
⑯
馬
上
一
聲
堪
白
首
馬
上
一
聲
白
首
に
堪
へ
ん
（『
全
詩
』
巻
一
五
一
）
七
言
十
六
句
の
古
詩
で
、
五
つ
の
部
分
か
ら
成
り
四
回
換
韻
し
て
い
る
。
以
下
、
韻
ご
と
に
見
る
。
第
一
段
①
～
④
、
旅
立
つ
作
者
の
た
め
に
友
人
が
川
辺
で
送
別
の
宴
を
開
い
て
く
れ
た
。
天
の
果
て
の
よ
う
な
こ
の
地
で
月
を
眺
め
て
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
誰
が
吹
く
の
か
、
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
第
二
段
⑤
～
⑧
、
横
笛
の
音
は
孤
独
な
旅
人
と
な
る
作
者
を
悲
し
ま
せ
、
清
ら
か
な
波
は
ゆ
ら
め
い
て
流
れ
な
い
か
の
よ
う
（
に
作
者
を
引
き
留
め
る
）。
商
声
は
清
ら
か
に
響
き
、
羽
声
は
さ
え
、
河
辺
の
紅
葉
し
た
秋
の
楓
に
大
江
の
空
が
映
え
、
寂
し
さ
が
い
や
ま
さ
る
。
第
三
段
⑨
⑩
、
静
か
に
「
關
山
月
」
を
聞
い
て
い
る
と
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
三
湘
の
地
に
か
か
る
月
の
光
の
中
で
猿
の
声
が
悲
し
く
響
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
第
四
段
⑪
～
⑭
、
さ
ら
に
ま
た
「
折
楊
柳
」
の
曲
を
吹
い
て
細
か
い
音
型
を
激
し
く
奏
で
る
と
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
春
景
色
が
連
想
さ
れ
て
別
れ
ゆ
く
人
の
心
を
一
層
つ
ら
く
さ
せ
る
。
そ
の
笛
の
音
は
風
に
乗
っ
て
一
体
ど
こ
ま
で
漂
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
、
曲
が
終
わ
っ
て
み
る
と
（
春
景
色
は
も
は
や
な
く
）
目
の
前
に
は
平
湖
が
深
く
静
か
に
広
が
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
第
五
段
⑮
⑯
、
明
朝
出
発
し
て
君
と
別
れ
た
後
、
馬
上
で
嘶
き
を
聞
い
て
老
い
た
作
者
は
堪
え
難
い
悲
し
み
を
か
み
し
め
る
だ
ろ
う
。
更
に
こ
れ
ら
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
段
が
「
そ
の
一
」
、
水
辺
で
の
友
人
と
の
別
れ
の
宴
と
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
ま
で
の
出
だ
し
の
部
分
。
第
二
段
か
ら
第
四
段
ま
で
が
「
そ
の
二
」、
音
楽
を
中
心
と
し
た
部
分
で
あ
る
。
第
四
段
の
最
後
の
句
は
笛
の
音
が
終
わ
っ
た
後
の
深
い
余
韻
を
「
唯
見
」
と
視
覚
的
に
捉
え
て
い
て
印
象
深
い
。
そ
し
て
第
五
段
が
「
そ
の
三
」
、
友
人
と
別
れ
た
後
の
情
景
を
想
像
で
描
く
、
言
わ
ば
音
楽
が
終
わ
っ
た
後
の
離
別
の
感
慨
で
あ
る
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
中
心
テ
ー
マ
は
離
別
の
悲
哀
に
あ
り
、
「
琵
琶
引
」
の
琵
琶
を
弾
く
元
妓
女
と
の
漂
泊
淪
落
の
共
感
と
い
う
主
題
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
琵
琶
引
」
に
あ
る
閨
怨
的
要
素
も
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
は
長
い
も
の
で
は
な
く
、
八
十
八
句
の
「
琵
琶
引
」
の
内
容
の
豊
富
さ
、
表
現
の
華
麗
さ
に
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、
仔
細
に
比
較
す
れ
ば
、
共
通
点
を
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
、
必
要
な
も
の
は
後
に
詳
し
く
触
れ
る
。
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
共
通
点
は
、
①
濃
淡
の
違
い
は
あ
る
が
と
も
に
漂
泊
感
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
者
が
共
に
遷
謫
の
身
の
上
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
劉
長
の
こ
の
詩
は
、
仲
君
『
劉
長
卿
詩
年
箋
注
』
（
一
九
九
六
年
七
月
中
華
書
局
）
に
よ
れ
ば
、
下
獄
の
後
、
南
巴
に
左
遷
さ
れ
る
途
次
の
作
と
し
、
楊
世
明
『
劉
長
卿
集
年
校
注
』
（
一
九
九
九
年
九
月
人
民
文
学
出
版
社
）
は
、
睦
州
司
馬
左
遷
途
次
の
作
と
す
る
。
さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
共
通
点
②
水
辺
と
い
う
舞
台
と
な
る
状
況
が
似
て
い
る
点
。
共
通
点
③
第
三
者
の
奏
で
る
音
楽
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
。
共
通
点
④
季
節
は
秋
で
あ
る
こ
と
。
詩
歌
で
は
宋
玉
以
来
、
秋
は
悲
哀
を
き
立
て
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
も
離
別
漂
泊
の
情
を
ひ
き
た
て
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
共
通
点
⑤
そ
の
風
景
と
し
て
楓
、
月
夜
、
猿
嘯
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
点
。
こ
れ
ら
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は
秋
、
夜
、
江
南
を
詩
に
詠
む
場
合
よ
く
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
詩
に
お
い
て
は
共
通
の
雰
囲
気
を
醸
し
だ
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
三
、
遷
謫
と
漂
泊
の
悲
哀
諸
田
龍
美
「
『
琵
琶
行
』
の
存
在
論

漂
泊
の
慨
嘆
か
ら
故
郷
の
探
求
へ
」
（
白
居
易
研
究
年
報
第
十
三
号
特
集
琵
琶
行
天
涯
淪
落
の
歌
二
〇
一
二
年
十
二
月
勉
誠
出
版
）
で
は
、
「
琵
琶
行
」
の
本
質
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
こ
に
「
表
象
さ
れ
た
漂泊
感
」に
着
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
、「『
琵
琶
行
』
に
表
出
さ
れ
た
漂泊
の
慨
嘆
は
、
第
一
義
的
に
は
白居
易
の
個
人
的
な
慨
嘆
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
同
時
期
に
通
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
元
と
共
有
さ
れ
た
慨
嘆
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た

士
大
夫
に
宿
命
づ
け
ら
れ
た
、
漂
泊
の
運
命
に
対
す
る
慨
嘆

で
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
白
居
易
に
先
行
す
る
劉
長
も
漂
泊
の
悲
哀
を
味
わ
い
尽
く
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
劉
長
の
生
卒
年
や
進
士
登
第
の
年
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
そ
の
伝
記
』
（
大
修
館
書
店
一
九
七
五
年
）「
劉
長
傳
（

才
子
傳
卷
二
）」
で
は
、
そ
の
生
年
を
陳
曉
薔
「
劉
長
生
平
事
跡
初
考
」
の
説
を
引
い
て
、
睿
宗
の
景
雲
年
間
初
年
（
七
一
〇
）
と
す
る
。
最
近
の
説
で
は
、「
劉
長
卿
詩
年
箋
注
」
（
以
後
、
	仲
君
「
箋
注
」
と
略
称
）
が
、
開
元
一
四
年
（
七
二
六
）
に
生
ま
れ
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
に
六
十
五
歳
で
卒
し
た
と
し
、
「
劉
長
卿
集
年
校
注
」
（
以
後
、
楊
世
明
「
校
注
」
と
略
称
）
は
開
元
六
年
（
七
一
八
）
に
生
ま
れ
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
に
七
十
三
歳
で
卒
し
た
と
す
る
。
進
士
登
第
に
つ
い
て
は
『
極
玄
集
』
巻
下
の
劉
長
の
名
の
下
に
「
開
元
二
十
一
（
七
三
三
）
年
進
士
」
と
あ
り
、
『
才
子
傳
』
は
こ
れ
と
同
じ
で
、
『
登
科
記
考
』
も
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
傅

琮
主
編
『
才
子
傳
校
箋
』
（
中
華
書
局
一
九
八
七
年
）
は
、
開
元
二
十
一
年
の
登
第
を
否
定
し
、
天
寶
中
の
こ
と
と
す
る
。
	仲
君
「
箋
注
」
は
至
德
二
載
（
七
五
七
）
に
江
東
で
登
第
し
蘇
州
長
洲
縣
尉
に
就
い
た
と
し
、
楊
世
明
「
校
注
」
は
天
寶
十
四
載
（
七
五
五
）
に
進
士
と
な
り
、
そ
の
後
安
史
の
乱
を
避
け
て
南
に
下
り
長
洲
縣
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
劉
長
の
経
歴
を
見
る
と
、
遷
謫
を
受
け
て
い
る
点
が
白
居
易
と
共
通
す
る
。
た
だ
、
遷
謫
と
い
う
だ
け
で
は
唐
の
詩
人
に
珍
し
く
は
な
い
が
、『
中
興
間
氣
集
』
巻
下
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
長
有
幹
。
剛
而
犯
上
。
兩


。
皆
自
取
之
。
（
長

幹
有
り
。
剛
に
し
て
上
を
犯
し
。
兩
た
び

に
ふ
。
皆
自
ら
之
を
取
る
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
劉
長
は
官
吏
と
し
て
の
能
力
と
剛
直
な
性
格
に
よ
っ
て
自
ら
災
い
を
招
い
た
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
後
の
時
代
の
『
才
子
傳
』
巻
二
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
性
剛
多
忤
權
門
、
故
兩

斥
、
人
悉
寃
之
。
（
性
剛
に
し
て
權
門
に
忤
ふ
こ
と
多
し
、
故
に
兩
た
び
斥
に
ふ
、
人
悉
く
之
を
寃
と
す
）
こ
こ
で
は
権
門
に
逆
ら
い
遷
謫
を
受
け
た
が
、
そ
れ
は
罪
で
あ
っ
た
と
い
う
。
両
書
と
も
遷
謫
は
二
度
あ
っ
た
と
す
る
が
、
最
初
の
遷
謫
は
、
	仲
君
「
箋
注
」
の
「
劉
長
卿
簡
表
」
で
は
乾
元
元
年
（
七
五
八
、
二
月
に
至
德
三
載
か
ら
改
元
）、
三
十
三
歳
の
時
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
楊
世
明
「
校
注
」
の
「
劉
長
卿
年
譜
」
は
乾
元
二
年
と
し
、
四
十
二
歳
の
こ
と
と
す
る
。
劉
長
の
親
し
か
っ
た
詩
人
に
獨
孤
及
が
い
る
が
、
そ
の
「
送
長
洲
劉
少
府
貶
南
巴
使
牒
留
洪
州
序
」
（『
全
唐
文
』
巻
三
八
七
）
に
第
一
回
目
の
左
謫
の
原
因
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
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「
曩
子
之
尉
於
是
也
、
傲
其
跡
而
峻
其
政
、
能
使
綱
不
紊
、
吏
不
欺
。
夫
跡
傲
則
合
不
苟
、
政
峻
則
物
忤
、
故
績
未
書
也
而
謗
及
之
、
臧
倉
之
徒
得
聘
其
媒
、
子
於
是
竟
謫
爲
南
巴
尉
…
。
（
曩 さ
き
に
子
の
是
の
に
尉
た
る
や
、
其
の
跡
を
傲
に
し
て
其
の
政
を
峻
に
し
、
能
く
綱
を
し
て
紊 み
だ
れ
ず
、
吏
を
し
て
欺
か
ざ
ら
し
む
。
夫
れ
跡
傲
な
れ
ば
則
ち
合 ま
さ
に
苟 かり
そ
めに
せ
ず
、
政
峻
な
れ
ば
則
ち
物
忤
は
ず
、
故
に
績
未
だ
書
せ
ら
れ
ず
し
て
謗
り
之
に
及
べ
ば
、
臧
倉
の
徒
其
の
媒 ば
い

げ
つ
を
聘 も
と
む
る
を
得
て
、
子
是
に
於
い
て
竟
に
謫
せ
ら
れ
て
南
巴
の
尉
と
爲
る
…
）」
と
あ
り
、
赤
井
益
久
「
劉
長
卿
詩
論
長
洲
県
尉
時
の
左
謫
を
中
心
に
」
（
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』
二
〇
〇
四
年
十
月
創
文
社
）
で
は
、
こ
の
獨
孤
及
の
文
を
挙
げ
て
「
劉
長
卿
が
長
洲
で
峻
厳
な
る
姿
勢
で
政
治
に
取
り
組
み
、
ま
た
そ
れ
を
憎
む
者
の
讒
謗
が
身
に
及
ん
で
罪
を
得
」
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仲
君
「
箋
注
」
が
最
初
の
貶
謫
時
に
編
年
す
る
詩
を
い
く
つ
か
見
る
。
不
見
君
來
久
君
の
來
る
を
見
ざ
る
こ
と
久
し
く
深
意
未
傳
深
く
し
て
意
未
だ
傳
は
ら
ず
「
罪
所
留
寄
張
十
四
（
罪
所
に
留
せ
ら
れ
て
張
十
四
に
寄
す
）」（『
全
詩
』
巻
一
四
八
）
斗
間
誰
與
看
氣
斗
間
誰
か
與
に
氣
を
看
ん
盆
下
無
由
見
太
陽
盆
下
太
陽
を
見
る
に
由
無
し
「
罪
	上
御

惟
則
（
罪
	に
て
御

惟
則
に
上
る
）」（『
全
詩
』
巻
一
五
一
）
不
謂
銜
處
を
銜
む
處
を
謂
は
ず
而
能
窺
大
悲
而
る
に
能
く
大
悲
を
窺
ふ
「
獄
中
見
壁
畫
佛
（
獄
中
に
て
壁
畫
佛
を
見
る
）」（『
全
詩
』
巻
一
四
八
）
詩
題
に
「
罪
	」
「
獄
中
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
監
獄
の
こ
と
で
、
劉
長
は
た
だ
左
遷
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
獄
に
つ
な
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
引
い
た
詩
に
は
い
ず
れ
も
「
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
て
、
作
者
は
こ
の
罪
を
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
後
に
潘
州
南
巴
の
尉
に
左
遷
さ
れ
る
。
二
回
目
の
左
謫
は
、
仲
君
「
箋
注
」
、
楊
世
明
「
校
注
」
と
も
に
大
九
年
（
七
七
四
）
の
こ
と
と
す
る
。
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
九
歳
、
五
十
七
歳
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
『
舊
書
』
巻
一
三
七
「
趙
涓
傳
」
の
裴
が
德
宗
に
奏
上
す
る
言
葉
の
中
に
「
大
中
、
鄂
岳
觀
察

仲
孺
與
轉


官
劉
長
紛
競
、
仲
孺
奏
長
犯
贓
二
十
萬
貫
、
時
止
差
監
察
御

苗
就
推
。
（
大
中
、
鄂
岳
觀
察

仲
孺
轉


官
劉
長
と
紛
競
し
、
仲
孺
長
二
十
萬
貫
を
犯
し
贓 か
く
す
と
奏
す
、
時
に
止
た
だ
監
察
御

苗
を
差 つ
か
は
し
推
に
就
か
し
む
る
の
み
。
…
）」
と
あ
り
、
呉
仲
儒
に
贓
穢
の
罪
を
犯
し
た
と
し
て
劾
奏
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
挙
げ
た
『
唐
代
の
詩
人
そ
の
伝
記
』
「
劉
長
傳
（
才
子
傳
卷
二
）」
は
、
そ
の
注
の
中
で
、
『
舊
書
』
巻
七
六
「
陳
少
遊
傳
」
の
「
長
嘗
任
租
庸
、
爲
仲
孺
	困
（
長
嘗
て
租
庸
に
任
ぜ
ら
れ
、
仲
孺
の
困 く
る
し
む
る
	と
爲
る
）」
を
引
い
て
、
「
前
後
の
記
事
か
ら
、
郭
子
儀
の
娘
婿
で
あ
る
呉
仲
孺
が
、
権
力
を
か
さ
に
き
て
官
物
を
着
服
し
よ
う
と
す
る
の
を
、
劉
長
が
阻
止
し
た
た
め
、
誣
告
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
後
、
『
舊
書
』
「
趙
涓
傳
」
に
そ
の
名
が
現
れ
る
苗
の
按
覆
（
調
べ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）
を
経
て
、
仲
君
「
箋
注
」
に
よ
れ
ば
大
十
一
年
（
七
七
六
）
か
ら

中
元
年
（
七
八
〇
）
ま
で
、
足
掛
け
四
年
の
間
、
睦
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
耿
が
劉
長
を
睦
州
に
訪
ね
て
お
り
、
耿
の
「
別
劉
員
外
長
（
劉
員
外
長
に
別
か
る
る
に
る
）」
（
『
全
詩
』
巻
二
六
九
）
と
い
う
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
挙
げ
る
。
如
玉
直
如
絲
き
こ
と
玉
の
ご
と
く
直
き
こ
と
絲
の
ご
と
し
世
故
多
虞
事
莫
期
世
故
虞
れ
多
く
事
期
す
る
莫
し
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…
…
…
…
爲
易
老
皆
知
苦
を
爲
り
て
老
い
易
く
皆
苦
し
み
を
知
り
宦
無
名
倍
足
悲
宦
名
無
く
倍
す
ま
す
悲
し
む
に
足
る
…
…
…
…
鮑
照
「
代
白
頭
吟
」
の
「
如
玉
壺
冰
、
直
如
朱
絲
縄
」
（
『
先
秦
魏
晉
南
北
詩
』
宋
詩
巻
七
）
に
基
づ
く
第
一
句
の
表
現
は
、
不
幸
な
境
遇
の
中
で
も
、
清
ら
か
で
剛
直
な
処
世
態
度
を
失
わ
な
い
劉
長
の
姿
を
表
し
て
お
り
、
根
拠
の
な
い
左
謫
に
苦
し
み
年
老
い
て
い
く
劉
長
へ
の
同
情
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
左
謫
は
罪
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
劉
長
の
左
謫
は
厳
正
な
態
度
で
職
務
に
臨
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
詩
人
は
己
の
正
し
い
と
信
ず
る
処
世
を
貫
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
の
場
合
は
良
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
武
元
衡
暗
殺
に
対
し
て
上
書
し
た
こ
と
が
越
権
行
為
と
さ
れ
て
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
白
居
易
の
左
謫
は
宰
相
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
大
事
件
に
対
し
て
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
に
駆
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
両
人
と
も
正
し
い
と
信
ず
る
行
為
が
咎
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
犯
罪
を
犯
し
た
の
で
も
な
い
の
に
、
二
人
は
左
謫
の
運
命
を
受
け
入
れ
る
し
か
な
か
っ
た
。
「
琵
琶
引
」
に
は
「
同
是
天
涯
淪
落
人
、
相
	何
必
曾
相

（
同
に
是
れ
天
涯
淪
落
の
人
、
相
	ふ
何
ぞ
必
し
も
曾
て
相

る
な
ら
ん
）」
（
白
居
易
詩
の
引
用
は
全
て
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』
一
九
八
八
年
十
二
月
上
海
古
籍
出
版
社
に
拠
る
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
左
遷
さ
れ
漂
泊
感
を
深
め
る
作
者
が
、
琵
琶
を
弾
く
女
性
の
経
歴
を
聞
い
て
述
べ
た
感
慨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漂
泊
感
は
劉
長
の
詩
に
も
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
楊
世
明
「
校
注
」
、
仲
君
「
箋
注
」
と
も
に
、
劉
長
は
第
一
回
の
左
謫
以
後
、
大
二
年
（
七
六
七
）
に
長
安
に
戻
っ
た
ほ
か
は
江
南
の
地
を
転
々
と
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
轉
運
使
判
官
、
鄂
岳
轉
運
留
後
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
大
九
年
、
呉
仲
孺
の
誣
奏
に
よ
り
そ
の
職
を
去
り
、
観
察
使
苗
丕
の
再
調
査
に
よ
り
罪
は
雪
が
れ
た
が
、
睦
州
司
馬
赴
任
期
間
は
依
然
と
し
て
左
遷
の
身
の
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
隨
州
刺
史
と
な
り
、
死
ぬ
ま
で
長
安
で
官
職
に
就
く
こ
と
は
な
く
、
地
方
回
り
の
一
生
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
人
生
を
劉
長
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
か
を
見
る
。
ま
ず
、
最
初
の
下
獄
後
、
左
遷
先
南
巴
へ
の
途
次
に
お
け
る
友
人
の
李
嘉
祐
へ
の
詩
、
そ
の
前
半
部
分
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
巴
南
行

巴
南
行
く
長
江
萬
里
隨
長
江
萬
里
隨
ふ
不
才
甘
去
不
才
去
に
甘
ん
じ
流
水
亦
何
之
流
水
亦
何
く
に
か
之
く
地
明
君
棄
地
く
明
君
に
棄
て
ら
れ
天
高
酷
欺
天
高
く
酷
に
欺
か
る
山
獨
路
山
獨
の
路
芳
由
未
歸
時
芳
由
未
だ
歸
ら
ざ
る
時
流
落
相
見
流
落
た
相
見
え
悲
懽
話
思
悲
懽
思
ふ
を
話
る
「
初
貶
南
巴
至
陽
題
李
嘉
江
亭
（
初
め
て
南
巴
に
貶
せ
ら
れ
て
陽
に
至
り
李
嘉
祐
の
江
亭
に
題
す
）」
（『
全
詩
』
巻
一
四
九
）
『
才
子
傳
』
巻
三
の
李
嘉
の
傳
に
は
「
以
罪
南
、
未
幾
何
有
詔
量
移
爲

陽
宰
、
爲
江
陰
令
（
罪
を
以
て
南
に
せ
ら
れ
、
未
だ
幾
何
も
あ
ら
ず
し
て
詔
の
量
移
す
る
有
り
て
陽
の
宰
と
爲
り
、
江
陰
の
令
と
爲
る
）」
と
あ
り
、
こ
の
時
と
も
に
遷
謫
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の
身
の
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
劉
長
か
ら
送
っ
た
詩
が
四
首
、
李
嘉
祐
か
ら
の
詩
が
一
首
残
っ
て
お
り
、
親
し
い
詩
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。「
流
落
た
相
見
え
、
悲
懽
思
ふ
を
話
る
」
は
、
二
人
の
詩
人
の
流
謫
漂
泊
へ
の
共
感
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。
十
年
多
與
君
同
十
年
の
多
君
と
同
じ
幾
處
移
家
轉

幾
處
か
家
を
移
し
て
轉
を
ふ
「
李
	事
兄
歸
襄
鄧
（
李
	事
兄
の
襄
鄧
に
歸
る
を
る
）」（『
全

詩
』
巻
一
五
一
）
仲
君
「
箋
注
」
で
は
安
史
の
乱
か
ら
十
年
後
、
廣
德
二
年
（
七
六
四
）
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
作
者
が
李
録
事
と
同
じ
よ
う
に
長
い
年
月
、
苦
難
の
中
で
過
ご
し
、
何
度
も
住
む
場
所
が
変
わ
っ
て
漂
泊
流
転
の
中
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
上
中
国
の
南
方
に
左
遷
さ
れ
た
有
名
な
文
人
に
賈
誼
が
い
る
。
「
聽
笛
歌
」
は
「
舊
友
我
が
長
沙
の
謫
を
憐
れ
む
」
と
始
ま
る
が
、
こ
の
「
長
沙
の
謫
」
は
劉
長
が
自
分
を
賈
誼
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
王
維
や
李
白
な
ど
多
く
の
詩
人
が
賈
誼
に
触
れ
る
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
劉
長
に
も
更
に
い
く
つ
か
あ
る
。
「
長
沙
賈
誼
宅
（
長
沙
に
て
賈
誼
宅
に
る
）」
（『
全

詩
』
巻
一
五
一
）
を
見
る
。
三
年
宦
此
棲
遲
三
年
宦
此
に
棲
遲
し
萬
古
惟
留
楚
客
悲
萬
古
惟
だ
留
む
楚
客
の
悲
し
み
を
秋
草
獨
人
去
後
秋
草
獨
り
ぬ
人
去
り
し
後
寒
林
見
日
斜
時
寒
林
し
く
見
る
日
斜
め
な
る
時

有
恩
薄


有
る
も
恩
ほ
薄
く
湘
水
無
弔
豈
知
湘
水
無
く
弔
ふ
こ
と
豈
に
知
ら
ん
寂
寂
江
山
搖
落
處
寂
寂
た
る
江
山
搖
落
の
處
憐
君
何
事
到
天
涯
君
を
憐
れ
む
何
事
ぞ
天
涯
に
到
れ
る
と
賈
誼
は
漢
の
文
帝
の
治
世
に
讒
言
に
よ
り
長
沙
王
の
太
傅
に
三
年
間
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
賈
誼
の
境
遇
を
憐
れ
み
同
情
す
る
内
容
で
あ
り
、
罪
に
よ
り
遷
謫
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
劉
長
が
自
分
自
身
を
賈
誼
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
最
後
の
句
「
君
を
憐
れ
む
何
事
ぞ
天
涯
に
到
れ
る
と
」
は
作
者
の
漂
泊
流
転
の
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
劉
長
に
は
二
回
目
の
遷
謫
を
受
け
、
睦
州
司
馬
と
な
っ
て
か
ら
の
作
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
已
似
長
沙
傅
已
に
似
た
り
長
沙
の
傅
從
今
幾
年
今
よ
り
幾
年
ぞ
「
新
年
作
（
新
年
の
作
）」（『
全

詩
』
巻
一
四
七
）
「
す
で
に
賈
誼
と
同
じ
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
睦
州
に
左
遷
さ
れ
て
三
年
経
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
続
け
て
「
こ
れ
か
ら
こ
の
遷
謫
が
何
年
続
く
の
だ
ろ
う
か
」
と
嘆
き
が
う
た
わ
れ
る
。
こ
の
賈
誼
の
三
年
と
い
う
左
遷
期
間
を
意
識
し
た
詩
が
白
居
易
に
も
あ
る
。
爭
敢
三
年
作
歸
計
爭 いか
でか
敢
て
三
年
歸
計
を
作
さ
ん
心
知
不
及
賈
生
才
心
に
知
る
賈
生
の
才
に
及
ば
ざ
る
を
「
江
亭
夕
」
可
能
賈
誼
可 あ
に
能
く
賈
誼
に
ら
ん
自
滯
長
沙
ほ
自
ら
長
沙
に
滯
る
「
憶
之
傷
仲
（
之
を
憶
ひ
仲
を
傷
む
）」
多
於
賈
誼
長
沙
苦
賈
誼
の
長
沙
の
苦
し
み
よ
り
多
く
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小潘
安
白
生
潘
安
の
白
を
生
ず
る
よ
り
小 わ
かし
「
不
准
擬
其
二
（
准
擬
せ
ず
其
の
二
）」
白
居
易
の
詩
で
は
賈
誼
に
劣
る
が
た
め
に
都
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
三
年
以
上
の
流
謫
が
続
い
て
い
る
、
或
い
は
（
左
遷
さ
れ
て
三
年
以
上
の
時
間
が
経
っ
た
た
め
に
）
賈
誼
よ
り
も
苦
し
み
が
多
い
と
嘆
い
て
い
る
。
賈
誼
の
三
年
と
い
う
左
遷
期
間
を
基
準
と
し
て
い
る
点
は
、
劉
長
の
詩
と
共
通
し
て
い
る
。
劉
長
の
こ
の
後
に
作
ら
れ
た
詩
に
も
、
多
く
流
離
落
謫
の
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。
臨
水
自
傷
流
落
久
水
に
臨
ん
で
自
ら
流
落
の
久
し
き
を
傷
み
君
有
霑
衣
君
に
り
て
し
く
の
衣
を
霑
す
有
り
「
陸
蛋
倉
曹
西
上
（
陸
蛋
倉
曹
の
西
上
す
る
を
る
）」（『
全
	詩
』
巻
一
五
一
）
離
羣
方
歳
晏
離
羣
方
に
歳
晏

宦
在
天
涯

宦
天
涯
に
在
り
「
酬
張
夏
別
後
中
見
寄
（
張
夏
の
別
る
る
後
に
中
よ
り
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
）」
（『
全
	詩
』
巻
一
四
七
）
異
流
落
頻
生
子
異
に
流
落
し
て
頻
り
に
子
を
生
み
幾
許
悲
歡
在
身
幾
許
の
悲
歡
ぞ
せ
て
身
に
在
る
「
戲
題
二
小
男
（
戲
れ
に
題
し
て
二
小
男
に
る
）」（『
全
	詩
』
巻
一
五
一
）
以
上
、
共
通
点
①
に
示
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
の
挫
折
と
漂
泊
感
に
は
劉
長
と
同
等
の
も
の
が
あ
る
。
四
、
詩
の
舞
台
と
音
楽
表
現
な
ど
の
共
通
性
共
通
点
②
、
舞
台
の
共
通
性
に
つ
い
て
見
る
。
劉
長
詩
で
は
川
岸
と
思
わ
れ
る
場
所
で
、
左
遷
の
旅
を
続
け
る
作
者
を
見
送
る
舊
友
と
の
別
れ
の
宴
で
の
作
で
あ
り
、
白
居
易
詩
で
は
、
「
主
人
下
馬
客
在
船
、
舉
酒
欲
飮
無
管
絃
」
と
あ
り
、
船
で
旅
立
つ
人
を
作
者
が
馬
に
乗
っ
て
見
送
り
に
来
る
設
定
で
、
送
別
の
宴
は
船
の
中
で
開
か
れ
る
。
川
岸
と
船
中
と
の
相
違
は
あ
る
が
水
辺
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
従
っ
て
描
か
れ
る
情
景
は
読
者
に
似
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
共
通
点
③
、
第
三
者
の
奏
で
る
音
楽
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
相
違
点
も
あ
る
。
劉
詩
で
は
、
笛
を
吹
く
人
物
が
だ
れ
で
あ
る
か
は
明
か
さ
れ
な
い
。
重
点
は
笛
の
音
が
離
別
の
悲
哀
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
白
詩
で
は
琵
琶
の
音
の
表
現
が
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
琵
琶
の
奏
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
琵
琶
の
弾
き
手
の
身
の
上
話
に
白
居
易
が
漂
泊
の
共
感
を
覚
え
る
点
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
劉
詩
で
は
關
山
月
折
楊
柳
、
白
詩
で
は
霓
裳
羽
衣
曲
緑
腰
と
、
ど
ち
ら
も
具
体
的
曲
名
が
出
て
く
る
点
が
同
じ
で
あ
る
。
程
度
の
差
は
か
な
り
開
き
が
あ
る
が
、
音
楽
描
写
に
も
意
を
尽
く
し
て
い
る
。
劉
詩
の
作
ら
れ
た
季
節
は
何
時
か
。「
江
天
寂
江
楓
秋
」
と
「
千
里
春
色
傷
人
心
」
の
二
つ
の
季
節
描
写
が
あ
る
。
仲
君
「
箋
注
」
は
「
此
詩
當
爲
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
春
中
留
別
之
作
」
と
春
に
作
ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
春
の
描
写
は
「
吹
楊
柳
激
繁
」
の
後
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
「
折
楊
柳
」
の
曲
が
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
春
景
色
を
髣
髴
と
さ
せ
、
そ
れ
が
旅
立
つ
作
者
の
心
を
さ
ら
に
悲
し
ま
せ
る
。
こ
れ
は
曲
想
を
描
出
し
た
部
分
で
あ
り
、
実
景
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
楊
世
明
「
校
注
」
で
は
季
節
は
示
し
て
い
な
い
。
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劉
詩
の
場
面
設
定
が
江 か
わの
ほ
と
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、「
江
天
寂
江
楓
秋
」
は
実
景
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
共
通
点
④
で
挙
げ
た
よ
う
に
「
琵
琶
引
」
と
詩
が
作
ら
れ
た
季
節
が
秋
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
共
通
点
③
に
関
し
て
、
そ
の
音
楽
表
現
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
「
聽
笛
歌
」
が
折
楊
柳
か
ら
の
連
想
で
春
の
情
景
を
う
た
っ
て
い
る
一
方
、
「
琵
琶
引
」
に
も
同
様
に
音
楽
を
表
現
す
る
中
に
春
の
情
景
が
見
え
る
。
間
關
鶯
語
花
底
滑
間
關
た
る
鶯
語
花
底
に
滑
ら
か
に
幽
咽
泉
流
氷
下

幽
咽
せ
る
泉
流
氷
下
に
め
り
花
の
下
で
囀
る
鶯
は
春
の
情
景
で
あ
り
、
咽
ぶ
よ
う
に
流
れ
る
氷
の
下
の
泉
流
は
冬
の
景
色
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
前
の
句
と
の
が
り
か
ら
、
温
み
始
め
た
早
春
の
情
景
と
と
る
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
春
の
情
景
描
写
は
琵
琶
の
奏
で
る
楽
想
を
作
者
が
言
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
の
方
が
表
現
は
よ
り
具
体
的
で
細
か
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
聽
笛
歌
」
の
楽
曲
か
ら
連
想
さ
れ
た
春
の
描
写
と
同
じ
で
あ
る
。
次
に
共
通
点
⑤
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
楓
、
月
夜
、
猿
嘯
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
点
を
見
る
。「
月
」
は
「
聽
笛
歌
」
で
は
「
天
涯
に
月
を
望
む
」「
三
湘
の
月
色
」
と
い
う
形
で
出
て
く
る
。「
琵
琶
引
」
で
は
「
江
教
月
」「
秋
月
白
」
が
詩
の
舞
台
と
な
る
場
面
の
点
景
と
し
て
出
て
く
る
ほ
か
、
琵
琶
の
弾
き
手
や
白
居
易
の
回
想
場
面
で
も
三
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
楓
」
は
「
聽
笛
歌
」
で
は
、
「
江
楓
秋
」
と
し
て
使
わ
れ
、
「
琵
琶
引
」
で
は
「
楓
葉
荻
花
」
と
し
て
使
わ
れ
る
。
「
楓
」
や
「
月
」
は
詩
語
と
し
て
は
ご
く
普
通
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
詩
に
お
い
て
は
共
通
の
雰
囲
気
を
出
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
猿
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
も
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
長
江
流
域
な
ど
で
歌
わ
れ
る
詩
で
は
望
郷
の
思
い
と
重
ね
合
わ
せ
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
詩
で
は
共
に
流
離
遷
謫
の
悲
哀
を
象
徴
す
る
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
聽
笛
歌
」
で
は
「
三
湘
月
色
悲
猿
嘯
」
と
、
笛
の
奏
で
る
「
關
山
月
」
か
ら
導
か
れ
た
作
者
の
心
象
風
景
と
し
て
現
れ
る
。
「
琵
琶
引
」
で
は
白
居
易
の
潯
陽
で
の
左
謫
生
活
を
語
る
場
面
で
「
杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴
」
と
表
現
さ
れ
る
。
五
、
結
語
「
琵
琶
引
」
は
前
半
と
後
半
の
二
つ
の
場
面
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
は
、
送
別
の
宴
か
ら
始
ま
り
、
琵
琶
の
音
が
描
写
さ
れ
る
部
分
で
、
第
一
句
か
ら
第
三
十
八
句
ま
で
で
あ
る
。
後
半
は
琵
琶
の
弾
き
手
が
自
分
の
境
涯
を
語
り
、
作
者
が
己
の
漂
泊
の
身
の
上
と
引
き
比
べ
て
感
慨
に
浸
る
部
分
、
第
三
十
九
句
か
ら
最
後
ま
で
で
あ
る
。
そ
し
て
前
半
部
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
前
段
は
、
第
一
句
「
潯
陽
江
頭
夜
客
」
か
ら
第
十
二
句
「

琵
琶
遮
面
」
ま
で
の
客
と
別
れ
よ
う
と
し
た
と
き
琵
琶
の
音
が
聞
こ
え
て
き
て
そ
の
弾
き
手
を
呼
び
出
し
て
改
め
て
宴
を
開
く
場
面
。
そ
の
後
段
は
、
第
十
五
句
「
轉
軸
撥
絃
三
兩
聲
」
か
ら
第
三
十
八
句
「
唯
見
江
心
秋
月
白
」
ま
で
の
琵
琶
の
音
の
描
写
が
中
心
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
聽
笛
歌
」
と
対
比
す
る
と
、
「
聽
笛
歌
」
の
大
部
分
、
第
一
句
か
ら
第
十
四
句
、
韻
に
よ
る
分
け
方
で
行
く
と
第
一
段
か
ら
第
四
段
ま
で
が
、
「
琵
琶
引
」
の
前
半
部
分
に
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
よ
り
仔
細
に
見
る
と
、「
琵
琶
引
」
の
前
半
部
分
の
前
段
に
対
応
す
る
の
が
、
「
聽
笛
歌
」
の
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
「
（
か
つ
て
賈
誼
が
罪
な
く
長
沙
に
左
遷
さ
れ
た
の
と
同
じ
境
遇
の
）
作
者
の
旅
立
ち
を
送
る
た
め
に
友
人
が
川
辺
で
送
別
の
宴
を
開
い
て
く
れ
た
。
天
の
果
て
の
よ
う
な
こ
の
地
で
月
を
眺
め
て
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
誰
が
吹
く
の
か
、
笛
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
（
舊
友
憐
我
長
沙
謫
、
載
酒
沙
頭
送
遷
客
、
天
涯
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望
月
自
霑
衣
、
江
上
何
人
復
吹
笛
）」
と
詠
ず
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
章
で
「
聽
笛
歌
」
を
三
つ
に
分
け
た
う
ち
の
、「
そ
の
一
」
の
部
分
で
あ
る
。
厳
密
に
見
れ
ば
、
「
琵
琶
引
」
の
「
潯
陽
江
頭
夜
客
、
楓
葉
荻
花
秋
瑟
瑟
。
主
人
下
馬
客
在
船
、
舉
酒
欲
飮
無
管
絃
。
醉
不
成
歡
惨
將
別
、
別
時
茫
茫
江
教
月
。
忽
聞
水
上
琵
琶
聲
、
主
人
忘
歸
客
不
發
」
の
部
分
が
こ
れ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
白
居
易
は
こ
れ
に
続
け
て
、
後
半
部
で
そ
の
身
の
上
を
語
ら
せ
る
た
め
に
琵
琶
の
弾
き
手
を
登
場
さ
せ
る
ま
で
の
場
面
を
加
え
て
い
る
。
第
九
句
「
聲
問
彈
誰
」
か
ら
第
十
二
句
「

琵
琶

	面
」
ま
で
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
琵
琶
引
」
前
半
部
分
の
後
段
は
、
す
べ
て
琵
琶
の
音
の
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
「
聽
笛
歌
」
の
第
五
句
か
ら
第
十
四
句
ま
で
、
第
二
章
で
「
聽
笛
歌
」
を
三
つ
に
分
け
た
う
ち
の
、
「
そ
の
二
」
の
部
分
で
あ
る
。
共
通
部
分
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
挙
げ
た
が
、
「
聽
笛
歌
」
の
「
そ
の
二
」
の
部
分
も
笛
の
音
か
ら
受
け
る
印
象
を
表
現
し
た
部
分
が
中
心
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
琵
琶
引
」
の
第
一
句
か
ら
第
三
十
八
句
ま
で
の
前
半
部
分
が
「
聽
笛
歌
」
と
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
。
水
辺
で
の
辛
い
別
れ
の
宴
。
季
節
は
秋
、
月
が
出
て
い
る
。
そ
こ
に
音
樂
が
聞
こ
え
て
く
る
。
漂
泊
の
悲
哀
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
作
者
た
ち
に
は
、
そ
の
音
楽
が
胸
に
し
み
い
る
。
長
さ
や
技
巧
の
細
や
か
さ
の
違
い
が
あ
る
と
は
言
え
、
詩
は
楽
の
音
の
描
写
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
音
楽
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
時
の
描
写
を
挙
げ
る
と
、
「
聽
笛
歌
」
隨
風
飄
向
何
處
落
風
に
隨
ひ
て
飄
と
し
て
何
れ
の
處
に
向
ひ
て
か
落
つ
る
唯
見
曲
盡

湖
深
唯
だ
見
る
曲
盡
き
て

湖
深
き
を
「
琵
琶
引
」
東
西
舫
悄
無
言
東
西
舫
悄
と
し
て
言
無
く
唯
見
江
心
秋
月
白
唯
だ
見
る
江
心
秋
月
の
白
き
を
と
、
共
に
「
唯
だ
見
る
」
と
音
楽
が
消
え
去
っ
た
後
の
深
い
余
韻
を
描
い
て
い
る
。
白
居
易
は
自
分
と
似
た
境
遇
、
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
厳
し
い
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
詩
人
劉
長
の
生
き
方
や
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
遷
謫
の
さ
な
か
の
離
別
の
悲
哀
を
音
楽
中
心
に
描
い
た
の
が
劉
長
の
「
聽
笛
歌
」
で
あ
る
。
白
居
易
は
先
達
の
こ
の
作
品
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
「
琵
琶
引
」
の
前
半
部
分
を
詠
じ
、
後
半
部
分
を
発
展
さ
せ
て
古
今
に
残
る
名
作
を
完
成
さ
せ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
い
ち
か
わ
き
よ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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